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活動実績の概要 

１．取り組みの経過

　2020年度に引き続いてコロナ禍の影響を受け

て、広場としての活動は制限されていたが、「地

域子育て支援演習」を軸とした「あそぼうかい＆

世代間交流」については以下のように３回実施し

た。

　５月は対面を視野に入れながら準備したが感染

状況が悪化し、やむをえずオンラインでの実施と

なった。テーマは「春のおかしな遊園地」として

学生は大学内の教室を使って演じ、それをオンラ

インで流した。外部から学内にいれることはせず

にあらかじめ申し込んだ家庭に制作資料を郵送

し、当日はその資料を一緒に作るということで子

どもたちや保護者と一緒に楽しむことができた

（子ども24名、保護者17名、一般11名）。

　７月はオリンピックも開催されるということで

対面での開催となった。テーマは「星に願いを☆

七夕縁日」ということで、感染対策とローテーショ

ンを組み込んで、J 棟から I 棟、そして体育館を

使っての広場となった（子ども45名、保護者34名、

一般11名）。

　11月は「さあみんなで行こう～日本一周白梅の

旅」として同じく対面で実施した。感染状況も落

ち着いており、朝鮮大学校の学生も準備から参加

しての実施となった。申込制と定員制を組み込み、

人数は制限されたが子どもたちも保護者も楽しむ

ことのできた広場となった（子ども36名、保護者

43名、一般13名）。

　12月には髙田文子学長の参加を得てシンポジウ

ムを開催した。コロナ禍のために参加者を多く確

保することは困難であったが、在学生として上級

生が活動を総括しながら１年生に子育て広場の意

義を伝えていく場として有効であった。

２．担当教員として

　４月から分担して「地域子育て支援演習」の授

業を実施しながら学生たちの準備を支援してきた

が、１年半にわたって対面での広場開催ができず

に、取り組みのノウハウが伝わらない中での広場

実施であり、教員として伝えることも少なくな

かった。できるだけ F11の学生 GP 室に顔を出し、

資料作りなども支援した。チラシやニュースの印

刷なども教員が分担して取り組んできた。

　「地域子育て支援演習」の授業では学生が担当教

員と相談し、どのくらいの時間が使えるのかを調

整した。教員はその時間にあわせて講義の準備を

行い、授業の後半は学生の準備の支援をしてきた。

　実施に当たっては２回から３回リハーサルを行

うが、コロナ禍の授業終了後ということで教員が

学内にいる条件が必要であった。常に２～３人の

教員が対応した。

３．成果と課題

　対面実施での空白があったが、３，４年生や

OB の支援があって、イメージのわかない上級生

がいる中で、１年生へのイメージ作りを補うこと

ができた。リハーサルや前日準備には必ず複数の

OB が参加し、指導や支援をしてきている。17年

にわたる積み上げの中でつながりができていると

いう成果が出ている。

　また上級生たちは、自分たちが実施する中で学

んだことを新しい学生に伝えることを通して自ら

の成長を自覚し、次へのステップとして位置付け
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た。12月に開催された第15回白梅子育て広場シン

ポジウム「コロナ禍で私たちができたこと」では

「今後の課題」として①参加者の方とのかかわり

方、②学生の連携、③感染症対策の環境設定をあ

げているが、地域目線、子ども目線に立った課題

である。教員集団としては今後もこうした学生た

ちの成長を保証すべく協力すると同時に、こうし

た活動を理論的に整理して社会に伝えていく必要

がある。
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